
日
本
工
業
大
学 

 

 
宮宮
代代
会会
会会
報報
第

11
号 

平

成

十

七

年

七

月

発

行 
 

 
 

 
       

新
会
長
に 

    

寺
嶋
佳
章
氏
が
就
任 

 

去

る

七

月

九

日
午

後

三

時

よ

り

、
越

後

湯
沢

温
泉

「
双

葉

」

に

て
宮
代

会
の

総

会
が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

総

会

は
、
滝

口
会
長
、
次

い

で

柳

澤

学

長

の

挨

拶

の

後

、

議

事

に

移

り

、

慎

重
審
議

の

上

、
全

て

了

承

さ

れ

ま

し

た

。  

議
事
の
概
要 

一
、

平

成

十

六
年

度
事

業

報

告 
 

 
 
 

六

月

十

九

日 
 

幹

事

会

（

大

学

） 

七
月

十

日 
 

総

会 

（

二

十

四
名

出

席

） 

 
 
 
 

 
 

 
 

上

諏

訪

温
泉
・
浜

の

湯 
 

 
 
 

十

月

九

日 
 

幹

事

会

（

大

学

） 

 
 
 

十

一

月

二

十

七

日 
 

臨

時

総

会

（

十

六

名

出

席

） 

 
 
 
 

 
 

 
 

雄

琴
温

泉

・

雄

山
荘 

 
 
 

一

月

十

日 
 
 

新
春

懇

親

会 

（

十

七

名

出

席

） 

 
 
 

 
 

ウ

ェ

ス
テ
ィ

ン

ホ

テ

ル

東

京 

二
、

平

成

十

六
年

度

決

算

報

告 

別
記
の

通

り

承
認
さ

れ

ま

し

た
。 

三

、

平

成

十

六
年

度

監

査

報

告 

田

川

監

事

か

ら

厳

正

な

監

査

結

果

の

報

告

が

あ

り
、

承
認

さ

れ

ま

し

た
。 

四
、

平

成

十

七
年

度
事

業

計

画

案 

六
月

十

八
日 

 

幹

事

会 

七
月

九

日 
 
 

総

会 
 

 
 

 

 
 

十

月

八

日 
 

幹

事

会 

 
 

＊

臨

時
総

会

に

つ

い

て

は
、

十

一
月

中

旬

か

ら

十

二

月

中

旬

日

ま

で

の

土

日

で

検

討

し

、

十

月

の

幹

事

会

で

決
定 

 
 

平

成

十

八
年

一

月

十

五

日 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

新
春

懇

親

会 

五
、

平

成

十

七
年

度
予

算

案 

別
記
の

通

り

承
認
さ

れ

ま

し

た
。 

六
、

平

成

十

七
年

度

役

員 

次

の
通

り
、

承
認
さ

れ

ま

し

た
。 

（

敬

称

略

／

☆

印

は

新
任

で

す

） 

会

長 

☆ 

寺

嶋 

佳

章

（

東

京

） 

幹

事 
 
 
 

大

塚 

敬

右

（

埼

玉
） 

 
 

〃 
 
 
 

小

笠

原

眞

雄

（

栃

木
） 

 
 
 
 

〃 
 

 

北

嶋 
 

弘

一

（
京

都

） 

 
 

〃 
 

金

城 

英

三

（

沖

縄

） 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

神

山 
 

英

一

（

岩

手

） 

 
 

〃 

☆ 

矢
島 

節

子

（
群

馬

） 

 
 
 
 

〃 
 

 

菊

地

や

す
子

（
青
森

） 

 
 
 
 

〃 
 

根
本 

 

勝 
 

（
茨

城

） 

〃 
 

佐

藤 

建

夫

（
埼

玉
） 

〃 
 

 

鈴

木 
 

春

明

（

千

葉
） 

〃 
 
 
 

奈
須

寿
美

枝

（
埼

玉
） 

〃 
 
 
 

佐

藤

登
美

雄

（

香

川

） 

〃 
 

 

佐

藤 

光
信

（
福

島

） 

〃 
 

 

鈴

木
美

佐
雄

（
茨

城
） 

〃 

☆ 

滝

口 

和

喜

（

山

形

） 

〃 
 

 

小

笠

原
康
雄

（

新

潟

） 

〃 
 

 

大
森 

照
夫

（
福

島

） 

〃 

☆ 

杉

原 

修 

（
島

根
） 

〃 

☆ 

中
島 

勇 

（
埼

玉
） 

監
事 

 
 
 

小

山 
 

保 
 

（
埼

玉
） 

〃 
 

 

田

川 
 

鋭

治

（
静

岡

） 

 

＊

退

任
幹

事

『

お

疲

れ

様

で
し

た

』 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

佐

々

木

英

子

（
宮

城

） 

 
 

 
 

 

中
丸 

芳

一

（
福
島

） 

七
、

そ

の

他 

 

学

園

創

立

百

周
年

記

念

事

業

と

し

て

、

本

会
よ

り

積

立
金

を

以
っ

て

「
百
年

記

念
館

」

に

美

術

品

を

寄

贈

す

る

こ

と
が

了

承
さ

れ

ま

し

た
。 

合
同
懇
親
会
は
総
勢
七
十
九
名 

総

会
終

了
後

、

後

援

会

の

理
事

会

が

開

か

れ

、

午

後

六
時

三

十

分

よ

り

、

宮

代

会
、

後

援

会
、

大

学

側

の
総

勢

七

十

九
名
の

大
懇

親

会
が

盛

大

に
行

わ

れ

ま

し

た
。

宴

会

場

に

は

、

酒

処

新

潟

で
の

開

催

と

い

う

こ

と
も

あ

っ

て
、
銘

酒

が

ず

ら

り

と
並

び

、
お

酒

好

き

の

方

で
も

、

そ

う

で

な

い

方

で
も

、

目

移

り

し

て
し

ま

う
ほ

ど

。

久
々
に

顔

を

合

わ

せ

た
会

員

た
ち

は
、

本

当

に

元
気

一
杯

。

健

康

の
秘

訣

は
、

や

は
り

、

人

と

会

話

し

大

き

な

声

を

出

し

て

笑

う
こ

と

（

？

） 

大
学

側

か

ら

は
、

大

川

理

事

長
、

柳

澤
学

長

以
下

、
十
名

が
参

加

し

ま

し

た

。 

「
ア
ル
プ
の
里
」
を
散
策 

天

候

が

心

配

さ

れ

て

い

た

翌

日

も

、

運
良
く

晴

天

。

一
行

は

「

雪

国
館

」

で

湯
沢

の

歴

史

を
学

ん

だ

後

、

一

六

六
人

収
容

の

大

型

ロ
ー

プ

ウ
ェ

ー

に
乗

っ

て

「
ア

ル

プ
の

里

」

へ

。
冬

は

ス

キ

ー

場

と

な

る

山
頂

は
見
晴

ら

し

が
よ
く

空
気

も
美

味

し

い

。

湿

生

植
物

園

で

は

、

可

憐

に

咲

く

高

山
植
物

を

愛

で
、

久

々

に

目
に

し

た

お

た
ま

じ

ゃ
く

し

や

山

椒

魚

に

、

少

年

時

代

を

懐

か

し

く

思

い

出
さ

れ

た
の

で

は

？

そ

し

て

何

と
言
っ

て
も

、

皆

さ

ん

の

目

的

は
地

ビ
ー

ル
。
歩

い

て

一
汗

か

い

た

後

に

、

高

原

で
飲

む

一
杯

の

味

は

、
格

別
だ

っ

た
こ

と
で
し

ょ

う

。 

総 会 開 催  

湿 原 に 咲 く 可 憐 な

高 山 植 物 た ち  



末

永

い
お
付

き
合

い
を  

夏

本

番

と

な

り

ま

し

た

今

日

こ

の

頃

、

会

員

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は
如

何

お
過

ご
し

で

し

ょ

う
か

。

日

頃

よ

り

格

別

な

る

御

協

力

を

賜
り

、
誠

に

有
難

く

深
く

感

謝

申
し

上

げ

ま

す

。 

 

先
般

七
月

九

日

の

総

会

に

お

い

て
、

今
年

度

の

会

長

の

任

を

仰

せ

つ

か

り

ま

し

た

。
諸

先

輩
の

ご

意
志

を

受

け

継

ぎ

、

精

一
杯

努

力

し

て
参

り

ま

す
の

で

、

何

卒

ご

支

援

と

ご

協

力

の

ほ

ど

、

お

願

い

申
し

上

げ

ま

す

。 

 

本

会

の

特

徴
の

一

つ

に

、
様

々

な

年

代

と
地

域

に

会

員

が

い
ら

っ

し

ゃ

る
こ

と
が
挙

げ

ら

れ

ま

す

。

唯

一
、
全

会
員

に

共
通

の

こ

と

と

い

え
ば

「
子

供

が

日

本

工
業

大
学

を

卒

業

し

た

」

と

い

う
こ

と
だ

け

で

す

。

こ

の

ご
縁

に

よ

っ

て
巡

り
逢

っ

た
方

々

と
の

繋
が

り

を

絶

っ

て

し

ま

う

の

は

、

本

当

に

も

っ

た

い

な

い

こ

と

で

す

。

ど

う
ぞ

こ

の

ご

縁

を

大

切

に

末

永

く

楽

し

い

お

付
き

合

い

を

、

今

後

と
も

宜

し

く

お
願

い

申

し

上
げ

ま

す

。 

 

ま

た

同

時

に

、

子

供

た

ち

の

母

校

（

私

の

場

合

は
私
自

身

の

母

校

で

も

あ

り

ま

す

が

）

の

さ

ら

な

る

発

展

は

、

私

た
ち

親

の

願

い
で
あ

り

ま

す
。
学

園
創

立

百

周

年

に

向

け

て

今
後

と
も

会

則
の

目
的

に

も

あ

り

ま

す

よ

う

に

、

大

学

の

発

展
に

寄

与

し

て
参

り

た

い

と

思

い
ま

す
の

で

、

皆

様

の

ご

理
解

と

ご

協

力

の

ほ

ど

、
重

ね

て

お

願

い

申

し

上
げ

ま

す

。 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊ 

平
成
十
七
年
度 

宮
代
会 

 
 
 
 
 

会
費
納
入
の
お
願
い 

○

年

会

費 

壱

万

円(

内

七

千

円

は

積

立)
 

○

納

入

方

法 
 
 
 

① 
郵

便

局

よ

り

振

込
（

用
紙

同
封
） 

口
座

番

号 
0

0
1

2
0

-
6

-
1

1
4

1
2

4
 

 
 

加
入

者

名 
日
本

工
業

大
学

宮

代

会 

② 

銀
行

よ

り

振

込 

み

ず
ほ

銀
行 

春

日

部

出

張
所 

口
座

番

号 
(

普)7
5

7
0

9
1

 

受

取

人 

日

本

工
業

大
学

宮

代

会 

③ 

現

金

書

留 

〒3
4

5
-
8

5
0

1
 

 
 

南
埼

玉

郡

宮

代

町

学

園

台

四
―

一 

 
 

日
本

工
業

大
学

内 

宮

代

会
事

務

局 

 

※

九

月

末

日

ま

で

に

お

振

り

込

み

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 

※

お
問

合

せ

先 

経

理
課

長 

倉

島 
 
 

 
 

 

〇

四

八

〇

（

三

三

）

七

五

〇

四 

 
 

 
 
 

 
  

                                      

会 長  寺 嶋 佳 章

今 回 お届 けの会 報 とともに以 下 の資 料 を同 封 させていただきました。 
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